
(57)【要約】

本発明は、内燃機関から排気ガスを搬送するための導管

（１０）内の共振を減衰する装置に関する。導管（１０

）の外端部（１１）から距離を置いた位置に少なくとも

１つの穿孔（１４）を設けることによって、共振が減衰

される。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
内 燃 機 関 か ら 排 気 ガ ス を 搬 送 す る た め の 導 管 （ １ ０ ） 内 の 共 振 を 減 衰 す る 装 置 で あ っ て 、
前 記 導 管 （ １ ０ ） の 外 端 部 （ １ １ ） か ら 距 離 を 置 い た 位 置 に 少 な く と も １ つ の 穿 孔 （ １ ４
） を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 穿 孔 （ １ ４ ） は 、 前 記 導 管 （ １ ０ ） の 内 部 と 周 囲 雰 囲 気 と の 間 の 音 響 的 結 合 を 行 う こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 穿 孔 （ １ ４ ） は 、 前 記 導 管 （ １ ０ ） 内 の 、 前 記 穿 孔 の 下 流 側 に わ ず か に 離 れ た 位 置 の
圧 力 よ り 比 較 的 低 い 静 圧 で あ る 地 点 に 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２
に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 穿 孔 （ １ ４ ） 付 近 の 低 い 静 圧 は 、 前 記 導 管 の 断 面 積 を 減 少 さ せ る こ と に よ っ て も た ら
さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 導 管 （ １ ４ ） の 断 面 積 の 減 少 部 分 は 、 ベ ン チ ュ リ と し て 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 ４ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
ベ ン チ ュ リ と し て 構 成 さ れ た 管 部 分 （ １ ０ ａ ） は 、 そ の 外 側 が 吸 音 材 で 覆 わ れ て い る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ ま た は ５ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 吸 音 材 は 、 穿 孔 プ レ ー ト （ １ ７ ） に よ っ て 覆 わ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に
記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 穿 孔 （ １ ４ ） 付 近 の 低 い 静 圧 は 、 前 記 導 管 内 の ガ ス 流 の 方 向 の 変 化 に よ っ て も た ら さ
れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
ガ ス 流 の 方 向 の 変 化 は 、 前 記 導 管 の 湾 曲 に よ っ て も た ら さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８
に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 穿 孔 （ １ ４ ） は 、 前 記 導 管 （ １ ０ ） の 内 側 ま た は 外 側 の 音 響 的 透 過 性 織 物 （ ２ ０ ） に
よ っ て 覆 わ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 先 行 の 請 求 項 の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 内 燃 機 関 か ら 排 気 ガ ス を 搬 送 す る た め の 導 管 内 の 共 振 を 減 衰 す る 装 置 に 関 す る
。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 背 景 技 術 】
ほ と ん ど の 場 合 、 排 気 消 音 装 置 は 、 中 間 導 管 を 有 す る １ つ ま た は 複 数 の 室 か ら な る 。 導 管
内 部 の 音 圧 は 、 導 管 に 沿 っ た 位 置 で 変 化 す る で あ ろ う 。 排 気 装 置 内 で は 、 管 内 共 振 が 時 々
発 生 し う る 。 そ の 時 に 起 き る こ と は 、 エ ン ジ ン か ら の 点 火 パ ル ス が 、 排 気 管 の 口 と 排 気 装
置 に 先 行 す る 部 品 、 多 く の 場 合 、 端 部 管 に 最 も 近 い 消 音 装 置 内 の 室 と の 間 で 反 射 す る こ と
で あ る 。 ほ と ん ど の 場 合 、 こ れ は 、 点 火 周 波 数 の 波 長 が 、 隣 接 し た ２ つ の 反 射 管 端 部 の 間
の 長 さ と 一 致 す る 特 定 の エ ン ジ ン 速 度 で 起 き る だ け で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
管 内 に 共 振 が 発 生 し た 場 合 、 異 な っ た 位 置 で の 音 圧 の 差 が 特 に 大 き い で あ ろ う 。 そ の 場 合
、 端 部 管 内 に 高 い 音 圧 が 発 生 し 、 口 か ら 周 囲 環 境 に 逃 げ る 音 が 、 他 の 場 合 よ り 大 き く な る
。 こ の 問 題 に 対 す る 従 来 の 解 決 策 は 一 般 的 に 、 追 加 の 消 音 装 置 を 挿 入 す る も の で あ る が 、
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こ れ は コ ス ト を 増 加 さ せ る と 共 に 、 圧 力 降 下 を 増 加 さ せ る 可 能 性 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 の 開 示 】
し た が っ て 、 本 発 明 の １ つ の 目 的 は 、 大 し た 価 格 上 昇 や コ ス ト 増 加 を 伴 わ な い で 、 こ の 問
題 を 解 決 す る 装 置 を 作 製 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
こ の た め 、 本 発 明 に 従 っ た 装 置 は 、 導 管 の 外 端 部 か ら 距 離 を 置 い た 位 置 に 少 な く と も １ つ
の 穿 孔 を 設 け る こ と を 特 徴 と し て い る 。 装 置 を こ の よ う に 構 成 す る こ と に よ っ て 、 共 振 レ
ベ ル の 有 効 な 低 下 が 簡 単 に も た ら さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 の 好 都 合 な 説 明 的 実 施 形 態 が 、 従 属 請 求 項 か ら 明 ら か に な る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
次 に 、 添 付 図 面 に 示 さ れ た 説 明 的 実 施 形 態 を 参 照 し な が ら 、 本 発 明 を さ ら に 詳 細 に 説 明 す
る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 は 、 さ ま ざ ま な 形 式 の 内 燃 機 関 、 た と え ば 、 オ ッ ト ー 、 デ ィ ー ゼ ル ま た は ワ ン ケ ル
原 理 に 従 っ て 機 能 す る エ ン ジ ン の 排 気 装 置 及 び 消 音 装 置 に 適 用 す る こ と が で き る 装 置 に 関
す る 。 エ ン ジ ン は 、 乗 用 車 、 ト ラ ッ ク 、 作 業 車 両 ま た は 船 な ど の 車 両 に 搭 載 す る こ と が で
き る 。 本 発 明 は ま た 、 機 関 駆 動 発 電 所 な ど の 固 定 機 関 施 設 に も 適 用 す る こ と が で き る 。 そ
の 場 合 、 装 置 は 、 エ ン ジ ン の 排 気 及 び 消 音 装 置 の 一 部 を 形 成 す る 管 部 分 に 沿 っ た さ ま ざ ま
な 位 置 に 配 置 す る こ と が で き る 。 そ の よ う な 管 部 分 は 、 た と え ば 、 排 気 ガ ス を 消 音 ポ ッ ト
か ら 周 囲 環 境 に 搬 送 す る 端 部 管 を 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
図 １ は 、 出 口 端 部 １ １ 及 び 入 口 端 部 １ ２ を 有 す る ほ ぼ 直 角 に 曲 が っ た 管 部 分 １ ０ を 示 し 、
そ の 壁 １ ３ に は 、 湾 曲 の 内 側 に 穿 孔 １ ４ が 設 け ら れ て い る 。 穿 孔 は 、 管 の 内 部 を 周 囲 環 境
と 結 合 さ せ る 。 管 部 分 を 排 気 装 置 に 、 た と え ば 、 端 部 管 と し て 取 り 付 け て 、 脈 動 排 気 ガ ス
流 を そ の 管 部 分 に 流 し た 時 、 共 振 が 発 生 す る で あ ろ う 。 こ の 共 振 の 音 圧 の 一 部 が 、 穿 孔 １
４ を 通 っ て 周 囲 環 境 に 逃 げ る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 共 振 の 大 き さ が 減 少 す る こ と を 意
味 す る 。 こ の よ う に 、 口 及 び 穿 孔 の 両 方 か ら 逃 げ る 音 は 、 相 当 に 低 い 音 圧 レ ベ ル か ら 発 生
す る で あ ろ う 。 全 体 的 に は 、 わ ず か な 量 の 音 が 排 気 装 置 か ら 周 囲 環 境 へ 放 出 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
穿 孔 １ ４ が 流 通 路 の 、 静 圧 が 通 路 の 他 の 部 分 よ り 比 較 的 低 い 部 分 に 位 置 し て い る た め 、 排
気 が 穿 孔 １ ４ を 通 っ て 放 出 さ れ る こ と を 避 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
図 ２ は 、 本 発 明 の 変 更 形 実 施 形 態 を 拡 大 し て 示 し て お り 、 こ の 場 合 、 流 れ 面 積 が わ ず か に
減 少 し た 部 分 １ ０ ａ で 管 １ ０ の 管 壁 １ ３ に 多 数 の 穿 孔 １ ４ が 設 け ら れ て い る 。 こ の た め 、
こ の 部 分 で 流 量 が 増 加 し 、 そ の 結 果 、 管 内 の 静 圧 が 低 下 す る 、 す な わ ち 、 周 囲 空 気 が 穿 孔
を 通 っ て 管 内 へ 吸 い 込 ま れ る こ と が で き 、 排 気 ガ ス が 逃 げ な い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
図 ３ は 、 本 発 明 の さ ら な る 変 更 例 を 示 し 、 こ の 場 合 、 管 壁 １ ３ に 窪 み 部 １ ５ が 設 け ら れ て
、 こ の 部 分 で 流 れ 面 積 が 減 少 す る よ う に な っ て い る 。 窪 み 部 １ ５ の 下 流 側 で 、 通 常 の 断 面
に 対 し て ほ ぼ 直 角 を な す 段 差 部 分 １ ６ が 管 壁 に 形 成 さ れ て い る 。 こ の 段 差 部 分 の 下 流 側 に
穿 孔 １ ４ が 配 置 さ れ て い る 。 図 ３ の 管 部 分 を 通 る 排 気 ガ ス 流 は 、 窪 み 部 分 １ ５ で 流 量 が 増
加 す る で あ ろ う 。 低 下 し た 圧 力 が 、 空 気 を 管 の 周 囲 環 境 か ら 穿 孔 １ ４ を 通 し て 引 き 込 む で
あ ろ う 。
【 ０ ０ １ ３ 】
穿 孔 を 通 る 排 気 ガ ス の 漏 れ を 避 け る 別 の 方 法 と し て 、 流 れ 抵 抗 と し て 機 能 す る 部 分 的 音 響
的 透 過 性 材 を 導 入 す る こ と が で き る 。 こ の 材 料 は 、 管 の 外 側 、 管 の 内 側 、 ま た は 穿 孔 そ の
も の の 内 部 に 付 着 さ せ る こ と が で き る 。 こ の 材 料 は 、 鋼 、 他 の 金 属 、 ガ ラ ス 繊 維 、 織 物 、
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セ ラ ミ ッ ク な ど に す る こ と が で き る 。 材 料 は 、 た と え ば 、 ネ ッ ト 、 非 構 造 化 ま た は 構 造 化
織 物 、 及 び 多 孔 質 媒 体 の 形 の 構 造 体 を 有 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
図 ４ は 、 図 ２ に 従 っ て 構 成 さ れ た 導 管 に 、 穿 孔 を 覆 う と 共 に 多 数 の 小 さ い 穿 孔 １ ８ を 有 す
る 外 側 ス リ ー ブ １ ７ を 設 け た 本 発 明 の 変 更 例 を 示 す 。 外 側 ス リ ー ブ １ ７ の 目 的 は 、 本 質 的
に は 穿 孔 １ ４ を 「 隠 蔽 」 す る こ と で あ る 。 外 側 ス リ ー ブ １ ７ は ま た 、 穿 孔 １ ４ を 通 る 音 の
漏 れ を あ る 程 度 、 抑 え る こ と も で き る 。 こ の 漏 れ は 、 導 管 １ ０ と 外 側 ス リ ー ブ と の 間 の 空
間 １ ９ に 適 当 な 減 衰 材 料 、 た と え ば 、 鉱 質 綿 を 充 填 す る こ と に よ っ て 、 さ ら に 抑 え る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
図 ５ は 、 図 ２ に 従 っ て 構 成 さ れ た 導 管 に 、 音 響 的 透 過 性 の 不 織 布 で 形 成 さ れ た 内 部 カ フ を
設 け た 本 発 明 の 別 の 変 更 例 を 示 す 。
【 ０ ０ １ ６ 】
図 ６ 及 び 図 ７ か ら わ か る よ う に 、 穿 孔 １ ４ は 、 多 く の 異 な っ た 方 法 で 形 成 す る こ と が で き
る 。 本 発 明 は 、 た と え ば 、 丸 形 、 正 方 形 、 Ｖ 字 形 、 ス ロ ッ ト 形 ま た は 他 の 形 状 な ど の 幾 何
学 的 形 状 に 一 般 的 に 形 成 さ れ た 穴 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
本 発 明 は 、 上 記 の 説 明 的 実 施 形 態 に 制 限 さ れ な い で 、 特 許 請 求 の 範 囲 内 で さ ま ざ ま な 他 の
変 化 及 び 変 更 を 加 え る こ と が で き る も の と 見 な さ れ る べ き で あ る 。 た と え ば 、 本 発 明 に 従
っ た 装 置 は 、 直 列 ま た は 並 列 に 配 置 さ れ た 多 数 の 管 部 分 １ ０ の 組 み 合 わ せ を 有 す る こ と が
で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】
本 発 明 の 第 １ 例 に 従 っ て 構 成 さ れ た 導 管 の 一 部 分 の 概 略 的 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】
本 発 明 の 第 ２ 例 に 従 っ て 構 成 さ れ た 導 管 の 一 部 分 の 長 手 方 向 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】
本 発 明 の 第 ３ 例 に 従 っ て 構 成 さ れ た 導 管 の 一 部 分 の 長 手 方 向 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】
図 ２ に 示 さ れ た 本 発 明 の 例 の 変 更 形 で あ る 。
【 図 ５ 】
図 ２ に 示 さ れ た 本 発 明 の 例 の 変 更 形 で あ る 。
【 図 ６ 】
導 管 の 板 壁 の 一 部 分 を 断 面 で 示 す と 共 に 、 さ ま ざ ま な 穿 孔 の 例 を そ れ ぞ れ 平 面 図 で 示 す 。
【 図 ７ 】
導 管 の 板 壁 の 一 部 分 を 断 面 で 示 す と 共 に 、 さ ま ざ ま な 穿 孔 の 例 を そ れ ぞ れ 平 面 図 で 示 す 。
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【 国 際 公 開 パ ン フ レ ッ ト 】
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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 14年 8月 27日 (2002.8.27)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
内 燃 機 関 か ら 排 気 ガ ス を 搬 送 す る た め の 導 管 （ １ ０ ） 内 の 共 振 を 減 衰 す る 装 置 に お い て 、
前 記 導 管 （ １ ０ ） の 、 そ の 外 端 部 （ １ １ ） か ら 距 離 を 置 く と 共 に 、 下 流 側 に わ ず か に 離 れ
た 位 置 の 圧 力 よ り 比 較 的 低 い 静 圧 で あ る 地 点 に 少 な く と も １ つ の 穿 孔 （ １ ４ ） を 設 け た 装
置 で あ っ て 、 前 記 穿 孔 （ １ ４ ） は 、 前 記 導 管 （ １ ０ ） の 内 部 と 周 囲 雰 囲 気 と の 間 の 音 響 的
結 合 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 穿 孔 （ １ ４ ） 付 近 の 低 い 静 圧 は 、 前 記 導 管 の 断 面 積 を 減 少 さ せ る こ と に よ っ て も た ら
さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 導 管 （ １ ４ ） の 断 面 積 の 減 少 部 分 は 、 ベ ン チ ュ リ と し て 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
ベ ン チ ュ リ と し て 構 成 さ れ た 管 部 分 （ １ ０ ａ ） は 、 そ の 外 側 が 吸 音 材 で 覆 わ れ て い る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ま た は ３ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 吸 音 材 は 、 穿 孔 プ レ ー ト （ １ ７ ） に よ っ て 覆 わ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に
記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 穿 孔 （ １ ４ ） 付 近 の 低 い 静 圧 は 、 前 記 導 管 内 の ガ ス 流 の 方 向 の 変 化 に よ っ て も た ら さ
れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
ガ ス 流 の 方 向 の 変 化 は 、 前 記 導 管 の 湾 曲 に よ っ て も た ら さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６
に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 穿 孔 （ １ ４ ） は 、 前 記 導 管 （ １ ０ ） の 内 側 ま た は 外 側 の 音 響 的 透 過 性 織 物 （ ２ ０ ） に
よ っ て 覆 わ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 先 行 の 請 求 項 の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 装 置 。
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【 国 際 調 査 報 告 】
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